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　1991年３月23日、協同総合研究所の設立総会が開催され、「未知なる船出」をしました。

それから約30年の時を経て2020年12月「労働者協同組合法」が制定されました。協同総

研の歴史を紐解くと、開設年の1991年にすでに「労働者協同組合法制研究会」の準備に

入るなど、協同総研は労協法研究とともに歩み続けた歴史といっても過言ではないと考え

ています。

　本号の目的は、協同総研に関わってきた方々の報告と30周年記念集会（３月13日開催）

から、協同総研の歴史を振り返り、労協法施行時代の協同総研の未来展望を描くことです。

しかし本号だけでは掲載しきれないと判断し、次号でも同テーマで特集を組みます。

　協同総研の歴代専務理事・事務局長の座談会では、多くのエピソードを紹介しています。

そのなかで今後の協同総研の展望として「実践と研究を結ぶプラットフォーム」「研究者

を大学・ワーカーズコープの職場から育成する」「会員が各地域で主体となり開催する研

究会・集会」「暮らしと仕事のアンケートなどの調査事業」「海外調査と交流」が挙げられ、

事務局の経験から今後の協同総研の存在目的を語る場になりました。

　また協同総研に関わった７人の役員・事務局員から執筆いただきました。協同総研での

個人的思い出と30周年への祝辞、そして協同総研が追い求めてきた研究テーマが出されま

した。例えば「社会運動としての『協同労働』・『（労働者）協同組合』、「地域社会と労働者

協同組合」「人たるに値する労働とは」などです。これらは今後も問い続けたいテーマです。

　３月13日開催の協同総研30周年記念集会（130名参加）の第１部、藤原辰史さんと古村

伸宏理事長との記念対談と第２部、23名から出された「協同社会のデザイン」に向けた

意見・報告を掲載しています。記念対談では多くの示唆に富む内容が話されました。「協

同社会のデザイン」をテーマにしたときに個人的には３つの言葉が印象に残っています。

それは「コロナパンデミックはどんな社会をつくってきたのか、どんな社会を生きてきた

のかを問う抜き打ちテストであった」「協同組合は植物モデル」「（協同総研が）研究と実践

が一緒になっているというところに大変ジェラシーを感じます」という言葉です。第２部

では23名から「労働」「公共・民主主義」「経済」「学び」「育ち」などの多角的視点から
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協同による未来社会を展望する研究活動の問題意識が出されました。これらの意見を次年

度以降の活動に生かしていきます。

　当誌289号、292号の協同総研25周年史から５年の間に、労協法が制定され協同労働が

「労働者協同組合の働き方」から「働く誰もが主人公となる働き方」として広く認知される

時代に入りました。1998年初代協同総研専務理事の故菅野正純さんと永戸祐三さんが労

働者協同組合の働き方として「協同労働」を発見してから23年。その後、協同総研は協同

労働を探究してきましたが、菅野さんが生きていれば法制定後の協同総研の存在目的をど

のように描いていたのかを考えながら、次号でも引き続き30周年誌を作成していきます。

 相良　孝雄（協同総合研究所　事務局長）

30周年記念集会

25周年記念集会

設立総会 10周年記念集会
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06

）
・「

夕
張

地
域

調
査

」（
06

）
・

全
国

協
同

集
会（

北
九

州
02

、
千

葉
02

、
長

野
04

、
神

戸
06

）

■
一

般
社

団
法

人
　

協
同

総
合

研
究

所
　

研
究

活
動

　
一

覧
表（

1
9

9
1

年
～

2
0

2
1

年
）



   13

年
４

役
体

制
と

事
務

所
社

会
情

勢
協

同
組

合
・

ワ
ー

カ
ー

ズ
コ

ー
プ

の
動

き
研

究
活

動
と

組
織

活
動（

年
は

年
度（

総
会

か
ら

総
会

ま
で

）掲
載

）

19
91

年
～

19
94

年
（

第
１

期
～

第
２

期
）

黒
川

理
事

長
菅

野
専

務
理

事
広

瀬
事

務
局

長
高

田
馬

場
に

設
立

（
91

～
96

年
）

・
バ

ブ
ル

崩
壊（

91
）

・
湾

岸
戦

争（
91

）
・

ソ
連

崩
壊（

91
）

・
欧

州
連

合
発

足（
91

）
・

平
成

の
米

騒
動（

91
）

・
皇

太
子

ご
成

婚（
91

）
・

55
年

体
制

の
終

焉（
93

）
・

Jリ
ー

グ
開

幕（
93

）
・

松
本

サ
リ

ン
事

件（
94

）
・

�北
海

道
東

方
沖

地
震

（
94

）

・
�IC

A
の

CI
CO

PA
会

議
へ

参
加（

91
）

・
�IC

A
東

京
大

会
で

、
日

本
で

11
番

目
に

加
入

が
認

め
ら

れ
る

。（
92

）
・

�「
新

７
つ

の
原

則
」

を
定

め
る

・
�映

画
「

病
院

で
死

ぬ
と

い
う

こ
と

」（
93

）
・

�物
流

現
場

、
地

域
福

祉
事

業
所

開
所（

パ
ル

赤
羽

94
）

【
協
同
総
研
確
立
の
時
期
】

特
徴

１
、

運
動

的
に

研
究

所
を

立
ち

上
げ

て
き

た
こ

と
２

、
多

く
の

海
外

の
実

践
、

理
論

を
紹

介
し

た
３

、
書

籍
、

報
告

書
の

発
行

研
究

活
動

・
協

同
総

合
研

究
所

の
設

立（
91

）
・

協
同

の
発

見
誌

創
刊（

91
）

・
ベ

ー
ク

報
告

連
続

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム（

92
）

・
エ

ル
コ

ー
プ

職
員

研
修

「
協

同
組

合
論

」
講

座（
92

）
・

い
ば

ら
き

コ
ー

プ
「

米
の

調
査

に
関

す
る

組
合

員
ア

ン
ケ

ー
ト

」（
92

）
・

労
協

連
初

の
ヘ

ル
パ

ー
３

級
講

座
の

開
講（

93
）

・
協

同
の

発
見

誌
別

冊
『

労
働

者
協

同
組

合
と

労
働

組
合

』（
93

）
・「

雇
用

不
安

と
労

働
の

未
来

」
全

国
縦

断
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム（
93

）
・

地
域

協
同

集
会

・
地

域
協

同
研

究
会（

北
海

道
・

青
森

・
長

野
・

山
形

）の
開

催（
93

）
・

ス
ペ

イ
ン

、
イ

タ
リ

ア
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
、

韓
国

等
の

協
同

組
合

関
係

者
と

交
流

・『
変

革
期

の
世

界
に

お
け

る
協

同
組

合
の

価
値（

S.
A

ベ
ー

ク
』

本
発

行
・

全
国

協
同

集
会（

京
都

92
・

名
古

屋
94

）
19

95
年

～
20

00
年

（
第

３
期

～
第

５
期

）

杉
本

理
事

長（
98

年
ま

で
）中

川
理

事
長（

99
年

か
ら

）
菅

野
主

任
研

究
員

坂
林

専
務

理
事

飯
島

事
務

局
長

（
99

年
か

ら
）

雑
司

ヶ
谷

鬼
子

母
神

移
転

（
96

～
01

年
）

・
�阪

神
・

淡
路

大
震

災
（

95
）

・
�オ

ウ
ム

真
理

教
一

連
事

件（
地

下
鉄

サ
リ

ン
事

件
）（

95
）

・
金

融
ビ

ッ
ク

バ
ン（

96
）

・
消

費
税

５
％

へ（
97

）
・

ア
ジ

ア
通

貨
危

機（
97

）
・

京
都

議
定

書
採

択（
97

）
・

�長
野

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

（
98

）

・
�ヘ

ル
パ

ー
講

座
の

開
講

、
地

域
福

祉
事

業
所

づ
く

り
の

本
格

化（
99

）
・

�全
国

で
高

齢
協

の
設

立
運

動（
95

）三
重

第
１

号
・

�労
働

者
協

同
組

合
法

制
定

運
動

推
進

本
部

が
発

足

【
労
働
者
協
同
組
合
の
研
究
所
と
し
て
】

特
徴

１
、

第
１

次
法

案
要

綱
を

作
成

２
、

研
究

年
報

の
発

行
３

、
�高

齢
協

設
立

、
地

域
福

祉
事

業
所

設
立

に
関

わ
る

海
外

、
国

内
的

研
究

・
調

査
が

多
数

行
わ

れ
て

い
る

。
研

究
活

動
・

法
制

化
研

究
会

の
開

催
と

第
１

次
法

案
要

綱
の

作
成（

95
）

・
全

日
自

労
三

重
県

本
部

50
年

史
編

纂（
95

）
・

セ
ン

タ
ー

事
業

団
：

よ
い

仕
事

に
関

す
る

調
査

・
研

究
報

告
書（

95
）

・
中

高
年

事
業

団
：

高
齢

社
会

の
福

祉
事

業
の

開
拓

に
関

す
る

研
究（

95
）

・『
仕

事
お

こ
し

の
す

す
め

』（
池

上
惇

先
生

と
の

編
著

）（
95

）
・『

N
PO

と
新

し
い

協
同

組
合

』
研

究
年

報
Ⅱ（

96
）

・
イ

タ
リ

ア
、

A
A

RP
、

IL
O

、
IC

A
、

U
K

CC
、

韓
国

調
査（

97
）

・『
協

同
で

労
働

を
組

織
す

る
労

協
法

の
す

す
め

』
研

究
年

報
Ⅲ（

97
）

・『
英

国
協

同
組

合
法

の
提

案
と

法
案

』（
97

）
・『

黄
柳

野
調

査
研

究
ま

と
め

』（
97

）
・

協
同

の
集

い
 in

 九
州

・
山

口（
会

員
集

会
　

98
年

～
）

・『
ア

メ
リ

カ
・

カ
ナ

ダ
協

同
組

合
運

動
の

新
し

い
息

吹
』（

98
）

・『
欧

州
ワ

ー
カ

ー
ズ

コ
ー

プ
最

新
事

情
』（

99
）

・『
カ

ナ
ダ

協
同

組
合

法
』（

99
）

・
協

同
総

研
10

周
年

記
念

集
会（

00
）

・
協

同
総

研
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
開

設（
00

）
・『

仕
事

の
発

見
誌

』
刊

行
終

了（
00

）
・

全
国

協
同

集
会（

宮
城

96
、

広
島

98
、

東
京

00
）

20
01

年
～

20
06

年
（

第
６

期
～

第
８

期
）

中
川

理
事

長
島

村
主

任
研

究
員

岡
安

専
務

理
事

菊
池

事
務

局
長

東
十

条
移

転
（

01
～

03
年

）
赤

羽
移

転
（

03
～

06
年

）
池

袋
西

口
光

文
社

ビ
ル

移
転

（
06

～
14

年
）

・
�ア

メ
リ

カ
同

時
多

発
テ

ロ（
01

）
・

�北
朝

鮮
拉

致
日

本
人

５
名

帰
国（

02
）

・
イ

ラ
ク

戦
争（

03
）

・
ス

マ
ト

ラ
沖

地
震（

04
）

・
�郵

政
民

営
化

決
定

へ
（

05
）

・
�JR

福
知

山
脱

線
事

故
（

05
）

・
�ラ

イ
ブ

ド
ア

シ
ョ

ッ
ク（

06
）

・
�協

同
労

働
の

協
同

組
合

の
新

原
則

が
定

め
ら

れ
る

（
02

）
・

�IL
O

協
同

組
合

振
興

勧
告

（
02

）
・

�子
育

て
支

援
事

業
の

本
格

化（
03

）
・

�社
会

連
帯

委
員

会
設

立
（

04
）

・
�指

定
管

理
事

業
の

始
ま

り
（

墨
田

い
き

い
き

プ
ラ

ザ
）

と
本

格
化（

04
）

・
�若

者
自

立
塾

等
の

自
立

・
就

労
の

若
者

支
援

の
事

業
を

開
始（

05
）

・
�国

民
生

活
白

書
の

「
資

本
と

労
働

を
持

ち
寄

る
新

し
い

働
き

方
」

と
い

う
コ

ラ
ム

で
紹

介
さ

れ
る（

06
）

【
協
同
労
働
の
協
同
組
合
の
研
究
所
と
し
て
】

特
徴

１
、

�研
究

所
の

４
つ

の
機

能
を

打
ち

だ
し

た（
「

協
同

の
思

想
と

戦
略

に
関

す
る

研
究

」
「

地
域

づ
く

り
、

仕
事

お
こ

し
に

関
す

る
研

究
と

サ
ポ

ー
ト

」「
協

同
経

営
・

教
育

の
研

究
サ

ポ
ー

ト
」「

『
協

同
労

働
の

協
同

組
合

』
法

の
研

究
と

制
定

支
援

」）
２

、
海

外
活

動
と

調
査

事
業

を
旺

盛
に

取
り

組
ん

だ
。

研
究

活
動

・
IL

O
協

同
組

合
の

振
興

勧
告

の
研

究
会（

01
）

・「
協

同
労

働
の

協
同

組
合

法
」

制
定

に
関

わ
る

研
究

会（
02

）
・

公
共

サ
ー

ビ
ス

と
協

同
労

働
の

研
究

会（
03

）
・

セ
ン

タ
ー

事
業

団
仕

事
と

暮
ら

し
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査（

01
～

）
・

立
川

市
子

育
て

支
援

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査（
03

）
・

CC
共

済
厚

労
省

未
来

志
向

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書（
04

）
・

高
齢

協
連

「
高

齢
者

生
活

・
意

識
実

態
ア

ン
ケ

ー
ト

」（
04

）
・「

協
同

の
発

見
」

別
冊

　『
イ

タ
リ

ア
社

会
的

協
同

組
合

調
査

報
告

』（
04

）
・

地
域

就
労

政
策

を
め

ぐ
る

国
際

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
報

告（
島

村
）（

05
）

・
セ

ン
タ

ー
事

業
団

和
光

市
の

団
地

地
域

調
査

、
足

立
区

委
託

団
塊

世
代

調
査（

05
）

・
第

２
回

セ
ン

タ
ー

事
業

団
「

仕
事

と
暮

ら
し

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

」
報

告
書（

05
）

・
協

同
組

合
の

視
点

か
ら

み
た

労
働

と
社

会
開

発（
IC

A
バ

ル
ベ

リ
ー

ニ
会

長
）（

06
）

・
国

連
協

同
組

合
と

就
業

に
関

す
る

専
門

家
会

議
で

報
告（

岡
安

）（
06

）
・「

夕
張

地
域

調
査

」（
06

）
・

全
国

協
同

集
会（

北
九

州
02

、
千

葉
02

、
長

野
04

、
神

戸
06

）
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20
07

年
～

20
10

年
（

第
９

期
～

第
10

期
）

菅
野

理
事

長
（

小
橋

代
行

07
年

）
古

谷
直

道
理

事
長

（
08

年
）

島
田

圭
一

郎
理

事
長（

09
年

～
10

年
）

島
村

主
任

研
究

員
田

嶋
専

務
理

事
青

木
事

務
局

長
（

09
年

ま
で

）
榎

本
事

務
局

長
（

10
年

か
ら

）

・
�新

潟
県

中
越

沖
地

震
（

07
）

・
�リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
世

界
同

時
不

況（
08

）
・

中
国

四
川

大
地

震（
08

）
・

�秋
葉

原
通

り
魔

事
件

（
08

）
・

ア
ラ

ブ
の

春（
10

～
）

・
�尖

閣
諸

島
中

国
漁

船
衝

突
事

件（
10

）

・
�法

制
化

運
動

の
盛

り
上

が
り（

市
民

会
議

・
市

民
集

会
・

議
員

連
盟

・
法

制
化

意
見

書
採

択
・

団
体

署
名

）
（

07
～

10
）

・
�地

域
若

者
サ

ポ
ー

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
受

託（
新

潟
市

・
大

崎
市

）（
07

）
・

�新
宿

で
失

業
者

の
総

合
相

談
窓

口
業

務
の

開
始（

09
）

・
�全

国
で

緊
急

人
材

育
成

・
就

職
支

援
基

金
講

座
開

講
へ（

09
）

・
�生

活
保

護
受

給
者

の
自

立
。

就
労

支
援

事
業

の
開

始
（

A
SU

PO
RT

）（
10

）

【
協
同
労
働
の
共
同
研
究
の
確
立
】

特
徴

１
、『

新
し

い
公

共
と

市
民

自
治

』
の

あ
り

方
研

究
を

深
め

た
。

２
、

年
報

の
再

発
行

と
協

同
の

発
見

誌
ペ

ー
ジ

の
増

刷
３

、
会

員
拡

大
と

大
学

と
の

共
同

研
究

４
、

法
制

化
運

動
の

高
ま

り
に

よ
る

研
究

活
動

の
推

進
研

究
活

動
・「

新
し

い
公

共
と

市
民

自
治

」
研

究
会（

07
～

13
）

・
第

３
回

セ
ン

タ
ー

事
業

団
組

合
員

就
労

意
識

実
態

調
査（

07
）

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
支

援
条

例
作

成
・

検
討

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト（

07
～

10
）

・
�「
協

同
労

働
の

協
同

組
合

法
」

研
究

と
法

制
化

運
動

、
市

民
会

議
活

動（
法

制
化

市
民

会
議

幹
事

会
、

市
民

集
会

、
学

習
会

、
国

会
行

動
、

W
N

Jと
の

懇
談

等
）

・
東

京
農

工
大

学
と

ワ
ー

カ
ー

ズ
コ

ー
プ

の
共

同
研

究（
07

～
11

）
・

法
制

化
市

民
会

議
、

議
連

と
法

制
化

市
民

集
会（

07
～

）
・

山
形

大
学

農
学

部
と

の
共

催
ミ

ニ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム（
0８

）
・「

新
し

い
公

共
と

市
民

自
治

」
研

究
年

報（
08

～
10

）計
3冊

・
夕

張
「

高
齢

者
と

共
生

の
ま

ち
づ

く
り

再
生

研
究

事
業（

08
）

・
埼

玉
大

学
と

の
共

同
研

究
フ

ォ
ー

ラ
ム（

08
）

・
�三

菱
財

団
社

会
福

祉
事

業
・

研
究

助
成

「
市

民
が

創
る

新
し

い
地

域
福

祉
の

あ
り

方
と

事
業

モ
デ

ル
の

構
築

－
ま

ち
づ

く
り

に
お

け
る

地
域

調
査

と
協

同
労

働
研

究
－

」（
08

）
・「

農
山

村（
中

山
間

地
域

）の
再

生
と

協
同

労
働

の
可

能
性

」
研

究
会（

09
）

・
第

４
回

セ
ン

タ
ー

事
業

団
組

合
員

就
労

意
識

実
態

調
査（

09
－

10
）

・
協

同
総

研
20

周
年

企
画

座
談

会（
10

）
・

全
国

協
同

集
会（

新
潟

08
、

四
国

10
）

20
11

年
～

20
12

年
（

第
11

期
）

岡
安

理
事

長
島

村
主

任
研

究
員

管
専

務
理

事
榎

本
事

務
局

長

・
�東

日
本

大
震

災
と

原
発

破
綻（

11
～

）
・

ア
ベ

ノ
ミ

ク
ス（

12
～

）

・
�東

北
復

興
本

部
と

西
日

本
本

部
の

開
設（

11
）

・
�国

連
が

定
め

る
国

際
協

同
組

合
年（

12
）

・
�映

画「
W

or
ke

rs
」の

制
作

、
上

映（
12

）
・

�放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
立

ち
上

げ
本

格
化（

12
～

）

【
東
日
本
大
震
災
を
経
て
FE
C（
Fo
od
,E
ne
rg
y,
C
ar
e）
自
給
循
環
圏
の
研
究
推
進
】

特
徴

１
、

�「
東

日
本

大
震

災
」「

国
際

協
同

組
合

年
」

と
い

う
激

動
の

時
代

に
お

い
て

、
FE

C自
給

圏
づ

く
り

を
軸

に
研

究
活

動
を

行
う

。
２

、
中

山
間

地
域

と
被

災
地

を
焦

点
に

研
究

活
動

の
推

進
研

究
活

動
・

�東
京

農
工

大
学

と
の

共
同

研
究

「
農

山
村

の
再

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

・
協

同
労

働
の

可
能

性
」（

11
）

・
福

島
の

原
発

被
災

地
と

復
興

支
援

研
究（

11
～

）
・

�国
際

協
同

組
合

年
と

協
同

労
働

研
究

会
、

震
災

復
興

と
協

同
労

働
研

究
会

、
中

山
間

地
域

再
生

と
協

同
労

働
研

究
会（

12
）

・
ド

イ
ツ

エ
ネ

ル
ギ

ー
協

同
組

合
視

察（
12

）
・

環
境

省
助

成
事

業（
12

～
14

）

　
�「
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

需
給

区
連

携
に

よ
る

『
も

た
せ

型
』」

分
散

型
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

代
表

：
茨

城
大

学（
小

林
久

）、
東

京
農

工
大

学（
秋

澤
淳

）、
芝

浦
工

業
大

学（
藤

田
五

郎
）、

協
同

総
研（

田
中

夏
子

・
藤

谷
岳

・
管

剛
文

）で
推

進
。

サ
ブ

テ
ー

マ
４

「
開

発
・

運
営

主
体

の
形

成
と

評
価

」
を

総
研

が
担

当
・

全
国

協
同

集
会（

埼
玉

12
、

東
北

12
）

20
13

年
～

20
21

年
 

現
在

（
第

12
期

～
第

15
期

）

岡
安

理
事

長（
16

ま
で

）→
島

村
理

事
長（

17
～

18
）→

古
村

理
事

長（
19

～
）

島
村

主
任

研
究

員
管

専
務

理
事（

13
年

）
上

平
専

務
理

事
（

13
年

は
専

務
補

佐
、

14
～

16
年

）
→

利
根

川
専

務
理

事（
17

～
相

良
事

務
局

長
（

13
～

）
池

袋
東

口
IS

Pタ
マ

ビ
ル

移
転

（
14

年
～

現
在

）

・
特

定
秘

密
保

護
法（

13
）

・
�消

費
税

８
％（

14
～

）、
10

％（
19

～
）

・
�生

活
困

窮
者

自
立

支
援

制
度（

15
）

・
イ

ス
ラ

ム
国（

IS
）（

14
）

・
国

連
SD

Gs
採

択（
15

）
・

�CO
P2

パ
リ

協
定

採
択

（
15

）
・

熊
本

地
震（

16
）

・
BR

EX
IT（

16
）

・
�ア

メ
リ

カ
大

統
領

選
ト

ラ
ン

プ
候

補
当

選
（

16
）→

バ
イ

デ
ン（

20
）

・
九

州
北

部
豪

雨（
17

）
・

�西
日

本
豪

雨
、

北
海

道
地

震（
18

）
・

令
和

元
年（

19
）

・
香

港
大

規
模

デ
モ（

19
）

・
東

日
本

台
風

被
害（

19
）

・
�新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク（

20
）

・
�東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
延

期
・

九
州

豪
雨（

20
）

・
�林

業
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
事

業
、

農
業

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

が
始

ま
る（

13
）

・
�生

活
困

窮
者

自
立

支
援

の
モ

デ
ル

事
業

と
制

度
の

本
格

化（
13

）
・

農
協

法
改

正
議

論（
14

）
・

�U
N

ES
CO

で
協

同
組

合
が

「
無

形
文

化
遺

産
」

に
登

録（
16

）
・

�日
本

協
同

組
合

連
携

機
構

設
立（

18
）

・
�映

画
「

W
or

ke
rs

 被
災

地
に

起
つ

」
上

映（
18

）
・

�労
働

者
協

同
組

合
法

制
定

（
20

）、
施

行
へ

・
�協

同
労

働
推

進
議

連
発

足
（

21
）

【
労
協
法
制
定
・
施
行
時
代
、
協
同（
労
働
）の
社
会
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り
】

特
徴

１
、

厚
生

労
働

省
等

の
委

託
研

究
事

業
２

、
協

同
総

研
の

５
つ

の
役

割
を

掲
げ

る
。「

研
究

」「
調

査
」「

政
策

提
言

」「
学

び
」「

交
流

」
３

、
寄

附
講

座
「

ワ
ー

カ
ー

ズ
コ

ー
プ

」
論

の
展

開（
11

大
学

）
４

、
25

周
年

、
30

周
年

を
機

に
協

同
総

研
の

歴
史

・
編

纂
５

、
労

協
法

制
定

・
施

行
へ

の
準

備
と

協
同

労
働

運
動

を
広

げ
る

研
究

研
究

活
動

・
一

般
社

団
法

人
協

同
総

合
研

究
所

設
立

総
会（

13
）

・
厚

労
省

社
会

福
祉

推
進

事
業（

13
～

14
、

19
）生

活
困

窮
者

研
究

　
�「
社

会
的

事
業

が
取

り
組

み
就

労
支

援
事

業
か

ら
持

続
性

の
あ

る
中

間
的

就
労

創
出

に
向

け
た

制
度

・
支

援
に

関
す

る
調

査
」（

13
）

　
�「
地

域
協

働
に

よ
る

多
元

的
・

多
層

的
な

就
労

支
援

・
社

会
的

居
場

所
創

出
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

関
す

る
調

査
研

究
」（

14
）

　
�「
貧

困
な

ど
に

よ
る

子
ど

も
・

若
者

を
対

象
に

し
た

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

ネ
ッ

ト
の

現
状

と
そ

の
課

題
に

対
す

る
提

言
」（

14
）

　「
被

保
護

者
に

対
す

る
就

労
支

援
時

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
調

査
研

究
」（

19
）

・
都

市
農

村
共

生
・

対
流

総
合

対
策

交
付

金
事

業（
15

～
16

）
・

水
と

森
の

森
林

フ
ァ

ン
ド（

19
～

20
）

・
�『
ワ

ー
カ

ー
ズ

コ
ー

プ
論

』
寄

附
講

座
開

講（
15

～
）（

沖
縄

大
学

・
沖

縄
国

際
大

学
）

全
11

大
学

で
開

講
。

単
発

講
座

も
含

め
60

00
人

以
上

が
受

講
。

・
�韓

国
労

協
連

、
韓

国
地

域
自

活
セ

ン
タ

ー
と

の
交

流
活

発
化（

14
～

）（
韓

国
労

協
連

設
立

総
会

、
GS

EF
、

九
州

協
同

集
会

　
他

）
・

ス
ペ

イ
ン

連
帯

経
済

調
査（

18
）、

イ
タ

リ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

協
同

組
合

調
査（

19
）

・
協

同
総

研
25

周
年

記
念

事
業（

集
会

・
記

念
冊

子
）（

16
）

・
協

同
組

合
研

究
所

、
労

働
組

合
研

究
団

体
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化（
17

）
・

協
同

で
は

た
ら

く
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク（
入

門
編

）（
19

））
発

行
・

協
同

労
働

の
協

同
組

合
の

組
織

化
研

究
会（

18
～

）
・

社
会

的
連

帯
経

済
×

協
同

労
働

研
究

会（
19

～
）

・
即

応
性

が
あ

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
刷

新（
20

）
・

会
員

集
会（

関
西

19
）、

・
協

同
に

関
す

る
地

域
研

究
会

づ
く

り（
武

相
研

19
、

多
摩

研
20

）
・

協
同

総
研

30
周

年
記

念
事

業（
集

会
・

ロ
ゴ

・
記

念
冊

子
）（

20
）

・
全

国
協

同
集

会（
14

福
岡

、
17

関
西

、
19

神
奈

川
）



   15

20
07

年
～

20
10

年
（

第
９

期
～

第
10

期
）

菅
野

理
事

長
（

小
橋

代
行

07
年

）
古

谷
直

道
理

事
長

（
08

年
）

島
田

圭
一

郎
理

事
長（

09
年

～
10

年
）

島
村

主
任

研
究

員
田

嶋
専

務
理

事
青

木
事

務
局

長
（

09
年

ま
で

）
榎

本
事

務
局

長
（

10
年

か
ら

）

・
�新

潟
県

中
越

沖
地

震
（

07
）

・
�リ

ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
世

界
同

時
不

況（
08

）
・

中
国

四
川

大
地

震（
08

）
・

�秋
葉

原
通

り
魔

事
件

（
08

）
・

ア
ラ

ブ
の

春（
10

～
）

・
�尖

閣
諸

島
中

国
漁

船
衝

突
事

件（
10

）

・
�法

制
化

運
動

の
盛

り
上

が
り（

市
民

会
議

・
市

民
集

会
・

議
員

連
盟

・
法

制
化

意
見

書
採

択
・

団
体

署
名

）
（

07
～

10
）

・
�地

域
若

者
サ

ポ
ー

ト
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
受

託（
新

潟
市

・
大

崎
市

）（
07

）
・

�新
宿

で
失

業
者

の
総

合
相

談
窓

口
業

務
の

開
始（

09
）

・
�全

国
で

緊
急

人
材

育
成

・
就

職
支

援
基

金
講

座
開

講
へ（

09
）

・
�生

活
保

護
受

給
者

の
自

立
。

就
労

支
援

事
業

の
開

始
（

A
SU

PO
RT

）（
10

）

【
協
同
労
働
の
共
同
研
究
の
確
立
】

特
徴

１
、『

新
し

い
公

共
と

市
民

自
治

』
の

あ
り

方
研

究
を

深
め

た
。

２
、

年
報

の
再

発
行

と
協

同
の

発
見

誌
ペ

ー
ジ

の
増

刷
３

、
会

員
拡

大
と

大
学

と
の

共
同

研
究

４
、

法
制

化
運

動
の

高
ま

り
に

よ
る

研
究

活
動

の
推

進
研

究
活

動
・「

新
し

い
公

共
と

市
民

自
治

」
研

究
会（

07
～

13
）

・
第

３
回

セ
ン

タ
ー

事
業

団
組

合
員

就
労

意
識

実
態

調
査（

07
）

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
支

援
条

例
作

成
・

検
討

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト（

07
～

10
）

・
�「
協

同
労

働
の

協
同

組
合

法
」

研
究

と
法

制
化

運
動

、
市

民
会

議
活

動（
法

制
化

市
民

会
議

幹
事

会
、

市
民

集
会

、
学

習
会

、
国

会
行

動
、

W
N

Jと
の

懇
談

等
）

・
東

京
農

工
大

学
と

ワ
ー

カ
ー

ズ
コ

ー
プ

の
共

同
研

究（
07

～
11

）
・

法
制

化
市

民
会

議
、

議
連

と
法

制
化

市
民

集
会（

07
～

）
・

山
形

大
学

農
学

部
と

の
共

催
ミ

ニ
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム（
0８

）
・「

新
し

い
公

共
と

市
民

自
治

」
研

究
年

報（
08

～
10

）計
3冊

・
夕

張
「

高
齢

者
と

共
生

の
ま

ち
づ

く
り

再
生

研
究

事
業（

08
）

・
埼

玉
大

学
と

の
共

同
研

究
フ

ォ
ー

ラ
ム（

08
）

・
�三

菱
財

団
社

会
福

祉
事

業
・

研
究

助
成

「
市

民
が

創
る

新
し

い
地

域
福

祉
の

あ
り

方
と

事
業

モ
デ

ル
の

構
築

－
ま

ち
づ

く
り

に
お

け
る

地
域

調
査

と
協

同
労

働
研

究
－

」（
08

）
・「

農
山

村（
中

山
間

地
域

）の
再

生
と

協
同

労
働

の
可

能
性

」
研

究
会（

09
）

・
第

４
回

セ
ン

タ
ー

事
業

団
組

合
員

就
労

意
識

実
態

調
査（

09
－

10
）

・
協

同
総

研
20

周
年

企
画

座
談

会（
10

）
・

全
国

協
同

集
会（

新
潟

08
、

四
国

10
）

20
11

年
～

20
12

年
（

第
11

期
）

岡
安

理
事

長
島

村
主

任
研

究
員

管
専

務
理

事
榎

本
事

務
局

長

・
�東

日
本

大
震

災
と

原
発

破
綻（

11
～

）
・

ア
ベ

ノ
ミ

ク
ス（

12
～

）

・
�東

北
復

興
本

部
と

西
日

本
本

部
の

開
設（

11
）

・
�国

連
が

定
め

る
国

際
協

同
組

合
年（

12
）

・
�映

画「
W

or
ke

rs
」の

制
作

、
上

映（
12

）
・

�放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

の
立

ち
上

げ
本

格
化（

12
～

）

【
東
日
本
大
震
災
を
経
て
FE
C（
Fo
od
,E
ne
rg
y,
C
ar
e）
自
給
循
環
圏
の
研
究
推
進
】

特
徴

１
、

�「
東

日
本

大
震

災
」「

国
際

協
同

組
合

年
」

と
い

う
激

動
の

時
代

に
お

い
て

、
FE

C自
給

圏
づ

く
り

を
軸

に
研

究
活

動
を

行
う

。
２

、
中

山
間

地
域

と
被

災
地

を
焦

点
に

研
究

活
動

の
推

進
研

究
活

動
・

�東
京

農
工

大
学

と
の

共
同

研
究

「
農

山
村

の
再

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ビ
ジ

ネ
ス

・
協

同
労

働
の

可
能

性
」（

11
）

・
福

島
の

原
発

被
災

地
と

復
興

支
援

研
究（

11
～

）
・

�国
際

協
同

組
合

年
と

協
同

労
働

研
究

会
、

震
災

復
興

と
協

同
労

働
研

究
会

、
中

山
間

地
域

再
生

と
協

同
労

働
研

究
会（

12
）

・
ド

イ
ツ

エ
ネ

ル
ギ

ー
協

同
組

合
視

察（
12

）
・

環
境

省
助

成
事

業（
12

～
14

）

　
�「
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

需
給

区
連

携
に

よ
る

『
も

た
せ

型
』」

分
散

型
エ

ネ
ル

ギ
ー

シ
ス

テ
ム

の
開

発
」

代
表

：
茨

城
大

学（
小

林
久

）、
東

京
農

工
大

学（
秋

澤
淳

）、
芝

浦
工

業
大

学（
藤

田
五

郎
）、

協
同

総
研（

田
中

夏
子

・
藤

谷
岳

・
管

剛
文

）で
推

進
。

サ
ブ

テ
ー

マ
４

「
開

発
・

運
営

主
体

の
形

成
と

評
価

」
を

総
研

が
担

当
・

全
国

協
同

集
会（

埼
玉

12
、

東
北

12
）

20
13

年
～

20
21

年
 

現
在

（
第

12
期

～
第

15
期

）

岡
安

理
事

長（
16

ま
で

）→
島

村
理

事
長（

17
～

18
）→

古
村

理
事

長（
19

～
）

島
村

主
任

研
究

員
管

専
務

理
事（

13
年

）
上

平
専

務
理

事
（

13
年

は
専

務
補

佐
、

14
～

16
年

）
→

利
根

川
専

務
理

事（
17

～
相

良
事

務
局

長
（

13
～

）
池

袋
東

口
IS

Pタ
マ

ビ
ル

移
転

（
14

年
～

現
在

）

・
特

定
秘

密
保

護
法（

13
）

・
�消

費
税

８
％（

14
～

）、
10

％（
19

～
）

・
�生

活
困

窮
者

自
立

支
援

制
度（

15
）

・
イ

ス
ラ

ム
国（

IS
）（

14
）

・
国

連
SD

Gs
採

択（
15

）
・

�CO
P2

パ
リ

協
定

採
択

（
15

）
・

熊
本

地
震（

16
）

・
BR

EX
IT（

16
）

・
�ア

メ
リ

カ
大

統
領

選
ト

ラ
ン

プ
候

補
当

選
（

16
）→

バ
イ

デ
ン（

20
）

・
九

州
北

部
豪

雨（
17

）
・

�西
日

本
豪

雨
、

北
海

道
地

震（
18

）
・

令
和

元
年（

19
）

・
香

港
大

規
模

デ
モ（

19
）

・
東

日
本

台
風

被
害（

19
）

・
�新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク（

20
）

・
�東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
延

期
・

九
州

豪
雨（

20
）

・
�林

業
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
事

業
、

農
業

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

が
始

ま
る（

13
）

・
�生

活
困

窮
者

自
立

支
援

の
モ

デ
ル

事
業

と
制

度
の

本
格

化（
13

）
・

農
協

法
改

正
議

論（
14

）
・

�U
N

ES
CO

で
協

同
組

合
が

「
無

形
文

化
遺

産
」

に
登

録（
16

）
・

�日
本

協
同

組
合

連
携

機
構

設
立（

18
）

・
�映

画
「

W
or

ke
rs

 被
災

地
に

起
つ

」
上

映（
18

）
・

�労
働

者
協

同
組

合
法

制
定

（
20

）、
施

行
へ

・
�協

同
労

働
推

進
議

連
発

足
（

21
）

【
労
協
法
制
定
・
施
行
時
代
、
協
同（
労
働
）の
社
会
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り
】

特
徴

１
、

厚
生

労
働

省
等

の
委

託
研

究
事

業
２

、
協

同
総

研
の

５
つ

の
役

割
を

掲
げ

る
。「

研
究

」「
調

査
」「

政
策

提
言

」「
学

び
」「

交
流

」
３

、
寄

附
講

座
「

ワ
ー

カ
ー

ズ
コ

ー
プ

」
論

の
展

開（
11

大
学

）
４

、
25

周
年

、
30

周
年

を
機

に
協

同
総

研
の

歴
史

・
編

纂
５

、
労

協
法

制
定

・
施

行
へ

の
準

備
と

協
同

労
働

運
動

を
広

げ
る

研
究

研
究

活
動

・
一

般
社

団
法

人
協

同
総

合
研

究
所

設
立

総
会（

13
）

・
厚

労
省

社
会

福
祉

推
進

事
業（

13
～

14
、

19
）生

活
困

窮
者

研
究

　
�「
社

会
的

事
業

が
取

り
組

み
就

労
支

援
事

業
か

ら
持

続
性

の
あ

る
中

間
的

就
労

創
出

に
向

け
た

制
度

・
支

援
に

関
す

る
調

査
」（

13
）

　
�「
地

域
協

働
に

よ
る

多
元

的
・

多
層

的
な

就
労

支
援

・
社

会
的

居
場

所
創

出
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

関
す

る
調

査
研

究
」（

14
）

　
�「
貧

困
な

ど
に

よ
る

子
ど

も
・

若
者

を
対

象
に

し
た

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

ネ
ッ

ト
の

現
状

と
そ

の
課

題
に

対
す

る
提

言
」（

14
）

　「
被

保
護

者
に

対
す

る
就

労
支

援
時

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
調

査
研

究
」（

19
）

・
都

市
農

村
共

生
・

対
流

総
合

対
策

交
付

金
事

業（
15

～
16

）
・

水
と

森
の

森
林

フ
ァ

ン
ド（

19
～

20
）

・
�『
ワ

ー
カ

ー
ズ

コ
ー

プ
論

』
寄

附
講

座
開

講（
15

～
）（

沖
縄

大
学

・
沖

縄
国

際
大

学
）

全
11

大
学

で
開

講
。

単
発

講
座

も
含

め
60

00
人

以
上

が
受

講
。

・
�韓

国
労

協
連

、
韓

国
地

域
自

活
セ

ン
タ

ー
と

の
交

流
活

発
化（

14
～

）（
韓

国
労

協
連

設
立

総
会

、
GS

EF
、

九
州

協
同

集
会

　
他

）
・

ス
ペ

イ
ン

連
帯

経
済

調
査（

18
）、

イ
タ

リ
ア

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

協
同

組
合

調
査（

19
）

・
協

同
総

研
25

周
年

記
念

事
業（

集
会

・
記

念
冊

子
）（

16
）

・
協

同
組

合
研

究
所

、
労

働
組

合
研

究
団

体
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化（
17

）
・

協
同

で
は

た
ら

く
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク（
入

門
編

）（
19

））
発

行
・

協
同

労
働

の
協

同
組

合
の

組
織

化
研

究
会（

18
～

）
・

社
会

的
連

帯
経

済
×

協
同

労
働

研
究

会（
19

～
）

・
即

応
性

が
あ

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
刷

新（
20

）
・

会
員

集
会（

関
西

19
）、

・
協

同
に

関
す

る
地

域
研

究
会

づ
く

り（
武

相
研

19
、

多
摩

研
20

）
・

協
同

総
研

30
周

年
記

念
事

業（
集

会
・

ロ
ゴ

・
記

念
冊

子
）（

20
）

・
全

国
協

同
集

会（
14

福
岡

、
17

関
西

、
19

神
奈

川
）
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■ 資 料 　協同総合研究所　役員変遷

年 期 理事長 副理事長 主任研究員 専務理事 事務局長 常任理事　 理事 監事 顧問

1991年
第１期 黒川俊雄

勝部欣一 角瀬保雄
菅野正純 広瀬謙一

安藤政武 内山哲朗 菊池陽子 畔上統雄 飯島信吾 荻野目功 大嶋茂夫 小林基愛 小西明 佐藤誠 塩田長英 中田宗一郎木下武男 外谷富二男 杉本時哉

1992年 中西五洲 高橋五郎 都筑建 富沢賢治 瀧田隆夫 田村守保 千田忠 中川雄一郎 西尾晋一 橋本了一 山田定一 是永幹夫 野中郁江永戸祐三 柳沢敏勝

1993年
第２期 黒川俊雄

勝部欣一 角瀬保雄
菅野正純 広瀬謙一

飯島信吾 坂林哲雄 杉本時哉 畔上統雄 後房雄 内山哲朗 菊池陽子 木下武男 小西明 佐藤誠 塩田長英 梶慶一郎外谷富二男

1994年 中西五洲 高橋五郎 都筑建 富沢賢治 瀧田隆夫 田村守保 千田忠 中川雄一郎 橋本了一 柳沢敏勝 山田定一 中田宗一郎手島繁一

1995年
第３期 杉本時哉

勝部欣一 角瀬保雄 菅野正純
（副理事長兼務） 坂林哲雄

飯島信吾 内山哲朗 滝田隆夫 畔上統雄 阿部誠 荒木昭夫 石井光幸 後房雄 神田嘉延 木下武男 金城恵忠 梶慶一郎 黒川俊雄 中西五洲 清水慎三手島繁一 的場信樹 北島大蔵 塩田長英 吉本貢

1996年 小林基愛 永戸祐三 石見尚 鍛谷宗孝 都筑建 高橋五郎 田中夏子 田村守保 千田忠 中川雄一郎 古谷直道 古村伸宏 山田定一 中田宗一郎富沢賢治 外谷富二男

1997年
第４期 杉本時哉

大谷正夫 角瀬保雄 菅野正純
（副理事長兼務） 坂林哲雄

飯島信吾 内山哲朗 的場信樹 阿部誠 荒木昭夫 後房雄 大川昌子 川口清史 神田嘉延 北島大蔵 木下武男 梶慶一郎 勝部欣一 黒川俊雄 中西五洲手島繁一 金城恵忠 塩田長英 吉本貢

1998年 小林基愛 永戸祐三 堀越芳昭 鍛谷宗孝 都筑建 鈴木勉 高橋五郎 田中夏子 田中羊子 田村守保 中川雄一郎 仁昌寺正一 古谷直道 中田宗一郎富沢賢治 古村伸宏 山田定一

1999年
第５期 中川雄一郎

大谷正夫 菅野正純
坂林哲雄 飯島信吾

内山哲朗 鍛谷宗孝 手島繁一 阿部誠 荒木昭夫 池田徹 伊藤宏一 後房雄 岡安喜三郎 川口清史 神田嘉延 梶慶一郎 石見尚 角瀬保雄 勝部欣一
菊池謙 橋本吉広 藤田徹 古村伸宏 吉本貢 黒川俊雄

2000年 富沢賢治 永戸祐三 古谷直道 堀越芳昭 菊間満 佐藤洋作 塩田長英 鈴木勉 鈴木剛 田中夏子 田中羊子 田村守保 中田宗一郎 小林基愛 杉本時哉 中西五洲都筑建 的場信樹 山田定一

2001年
第６期 中川雄一郎

菅野正純 富沢賢治 島村博
（常任理事兼務）岡安喜三郎 菊池謙

鍛谷宗孝 古谷直道 堀越芳昭 阿部誠 飯島信吾 池田徹 大野清貴 神田嘉延 菊間満 齋藤懸三 坂林哲雄 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 大谷正夫
横田安宏 佐藤進 佐藤洋作 塩田長英 杉本貴志 吉本貢 角瀬保雄 勝部欣一

2002年 永戸祐三 鈴木勉 田中夏子 田中恒子 田中羊子 都筑建 手島繁一 橋本吉広 古村伸宏 小林裕子 黒川俊雄 小林基愛 杉本時哉
藤田徹 村山節子 中西五洲

2003年
第７期 中川雄一郎

菅野正純 富沢賢治 堀越芳昭 島村博
（常任理事兼務）岡安喜三郎 菊池謙

鍛谷宗孝 古谷直道 横田安宏 阿部誠 池田徹 大野清貴 折居照美 神田嘉延 菊間満 齋藤懸三 坂林哲雄 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
佐藤進 佐藤洋作 杉本貴志 黒川俊雄

2004年 永戸祐三 津田直則 高野修 山極完治 鈴木勉 田嶋康利 田渕直子 田中夏子 都筑建 手島繁一 橋本吉広 藤田徹 小林裕子 小林基愛 杉本時哉 中西五洲古村伸宏 村山節子

2005年
第８期 中川雄一郎

菅野正純 富沢賢治 堀越芳昭 島村博
（副理事長兼務）岡安喜三郎 菊池謙

高野修 古谷直道 横田安宏 阿部誠 大野清貴 鍛谷宗孝 神田嘉延 菊間満 齋藤懸三 坂林哲雄 佐藤進 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
佐藤洋作 杉村和美 黒川俊雄

2006年 永戸祐三 津田直則 山極完治 古村伸宏 鈴木勉 高橋晴雄 杉本貴志 田嶋康利 田中夏子 田渕直子 西浜利之 橋本吉広 小林裕子 小林基愛 杉本時哉 中西五洲花崎昌子 藤田徹 村山節子

2007年
第９期

菅野正純
代行

小橋暢之
古谷直道

岡安喜三郎 富沢賢治 中川雄一郎 島村博
（常任理事） 田嶋康利 青木未知 

（非理事）

菊池謙 永戸祐三 古村伸宏 阿部誠 阿部よし子 神田嘉延 菊間満 限田友明 齋藤懸三 坂林哲雄 横井博 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄佐藤洋作 杉村和美 杉本貴志 山極完治

2008年 古谷直道 堀越芳昭 鈴木修 鈴木勉 高橋晴雄 田中夏子 津田直則 橋本吉広 花崎昌子 福嶋浩彦 山田英夫 黒川俊雄 杉本時哉 中西五洲藤田徹 前山総一郎 宮本みち子 横田安宏 吉田邦彦

2009年
第10期 島田圭一郎

岡安喜三郎 富沢賢治 中川雄一郎 島村博
（常任理事兼務） 田嶋康利

青木未知
（非理事）/

榎本木綿
（非理事）

永戸祐三 古村伸宏 朝岡幸彦 阿部誠 阿部よし子 伊佐淳 植田和弘 大高研道 片岡輝 管剛文 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
菊間満 坂林哲雄 下村朋史 須田木綿子 佐藤洋作 守本洋二 横井博 黒川俊雄

2010年 古谷直道 堀越芳昭 杉本貴志 鈴木修 鈴木勉 田中夏子 玉木信博 津田直則 橋本吉広 広井良典 山田英夫 杉本時哉 中西五洲福嶋浩彦 法橋聡 前山総一郎 宮本みち子 向谷地生良 吉田邦彦

2011年
第11期 岡安喜三郎

富沢賢治 中川雄一郎 島村博
（常任理事兼務） 管　剛文 榎本木綿 

（非理事）

大高研道 永戸祐三 橋本吉広 阿部誠 阿部よし子 伊佐淳 植田和弘 片岡輝 菊間満 坂林哲雄 下村朋史 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
須田木綿子 佐藤洋作 杉本貴志 鈴木修 鈴木勉 鈴木雄一 千賀裕太郎 黒川俊雄

2012年 古谷直道 堀越芳昭 古村伸宏 田嶋康利 田中夏子 玉木信博 津田直則 広井良典 福嶋浩彦 法橋聡 前山総一郎 山田英夫 島田圭一郎 杉本時哉 中西五洲宮﨑隆志 宮本みち子 向谷地生良 守本洋二 横井博 吉田邦彦

2013年
第12期 岡安喜三郎

中川雄一郎 堀越芳昭 島村博
（常任理事兼務）

管　剛文 
上平泰博 
専務補佐 

（14年から専務）
相良孝雄

大高研道 永戸祐三 橋本吉広 阿部誠 伊佐淳 片岡輝 菊間満 北島健一 坂林哲雄 須田木綿子 佐藤洋作 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
杉本貴志 鈴木修 鈴木勉 鈴木雄一 千賀裕太郎 片岡輝

2014年 富沢賢治 岡村信秀 古村伸宏 田嶋康利 田中夏子 玉木信博 津田直則 広井良典 福嶋浩彦 藤木千草 法橋聡 山田英夫 島田圭一郎 古谷直道前山総一郎 宮﨑隆志 向谷地生良 吉田邦彦

2015年
第13期 岡安喜三郎

中川雄一郎 島村博
（常任理事） 上平泰博 相良孝雄

大高研道 永戸祐三 橋本吉広 阿部誠 川本健太郎 菊間満 北島健一 坂林哲雄 須田木綿子 佐藤洋作 下村幸仁 梶慶一郎 島田圭一郎 古谷直道 富沢賢治
杉本貴志 鈴木修 鈴木勉 千賀裕太郎 田嶋康利 田中夏子 玉木信博 堀越芳昭

2016年 岡村信秀 古村伸宏 高橋均 津田直則 走井洋一 広井良典 福嶋浩彦 藤木千草 前山総一郎 松本典子 山田英夫 片岡輝 荒木昭夫 石見尚
宮﨑隆志 向谷地生良 吉田邦彦 角瀬保雄

2017年
第14期 島村博

寺脇　研
島村博 利根川德 相良孝雄

大高研道 橋本吉広 古村伸宏 伊藤剛 上平泰博 加藤憲仁 川本健太郎 菊間満 北島健一 小山良太 坂林哲雄 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 岡安喜三郎
佐藤洋作 下村幸仁 杉本貴志 曽我逸郎 高橋均 田中夏子 田中羊子 角瀬保雄 片岡輝 古谷直道

2018年 岡村信秀 田嶋康利 走井洋一 玉木信博 広井良典 福嶋浩彦 藤木千草 前田健喜 前山総一郎 松本典子 南出吉祥 山田英夫 島田圭一郎 津田直則 富沢賢治
宮﨑隆志 向谷地生良 村上了太 山本健慈 吉田邦彦 中川雄一郎 永戸祐三 堀越芳昭

2019年
第15期 古村伸宏

寺脇　研 大高　研道
島村博 利根川德 相良孝雄

田嶋康利 走井洋一 伊丹謙太郎 伊藤剛 上平泰博 江花和郎 岡安智生 川原隆哲 川本健太郎 小山良太 坂林哲雄 島村博 岡安喜三郎 津田直則佐藤洋作 下村幸仁 杉本貴志 曽我逸郎 高橋巌 田中夏子 玉木信博

2020年 岡村信秀 松本典子 北島健一 中西大輔 中野理 広井良典 福嶋浩彦 前田健喜 前山総一郎 南出吉祥 宮﨑隆志 梅村敏幸 富沢賢治 中川雄一郎向谷地生良 村上了太 山本健慈 吉田邦彦



   17

■ 資 料 　協同総合研究所　役員変遷

年 期 理事長 副理事長 主任研究員 専務理事 事務局長 常任理事　 理事 監事 顧問

1991年
第１期 黒川俊雄

勝部欣一 角瀬保雄
菅野正純 広瀬謙一

安藤政武 内山哲朗 菊池陽子 畔上統雄 飯島信吾 荻野目功 大嶋茂夫 小林基愛 小西明 佐藤誠 塩田長英 中田宗一郎木下武男 外谷富二男 杉本時哉

1992年 中西五洲 高橋五郎 都筑建 富沢賢治 瀧田隆夫 田村守保 千田忠 中川雄一郎 西尾晋一 橋本了一 山田定一 是永幹夫 野中郁江永戸祐三 柳沢敏勝

1993年
第２期 黒川俊雄

勝部欣一 角瀬保雄
菅野正純 広瀬謙一

飯島信吾 坂林哲雄 杉本時哉 畔上統雄 後房雄 内山哲朗 菊池陽子 木下武男 小西明 佐藤誠 塩田長英 梶慶一郎外谷富二男

1994年 中西五洲 高橋五郎 都筑建 富沢賢治 瀧田隆夫 田村守保 千田忠 中川雄一郎 橋本了一 柳沢敏勝 山田定一 中田宗一郎手島繁一

1995年
第３期 杉本時哉

勝部欣一 角瀬保雄 菅野正純
（副理事長兼務） 坂林哲雄

飯島信吾 内山哲朗 滝田隆夫 畔上統雄 阿部誠 荒木昭夫 石井光幸 後房雄 神田嘉延 木下武男 金城恵忠 梶慶一郎 黒川俊雄 中西五洲 清水慎三手島繁一 的場信樹 北島大蔵 塩田長英 吉本貢

1996年 小林基愛 永戸祐三 石見尚 鍛谷宗孝 都筑建 高橋五郎 田中夏子 田村守保 千田忠 中川雄一郎 古谷直道 古村伸宏 山田定一 中田宗一郎富沢賢治 外谷富二男

1997年
第４期 杉本時哉

大谷正夫 角瀬保雄 菅野正純
（副理事長兼務） 坂林哲雄

飯島信吾 内山哲朗 的場信樹 阿部誠 荒木昭夫 後房雄 大川昌子 川口清史 神田嘉延 北島大蔵 木下武男 梶慶一郎 勝部欣一 黒川俊雄 中西五洲手島繁一 金城恵忠 塩田長英 吉本貢

1998年 小林基愛 永戸祐三 堀越芳昭 鍛谷宗孝 都筑建 鈴木勉 高橋五郎 田中夏子 田中羊子 田村守保 中川雄一郎 仁昌寺正一 古谷直道 中田宗一郎富沢賢治 古村伸宏 山田定一

1999年
第５期 中川雄一郎

大谷正夫 菅野正純
坂林哲雄 飯島信吾

内山哲朗 鍛谷宗孝 手島繁一 阿部誠 荒木昭夫 池田徹 伊藤宏一 後房雄 岡安喜三郎 川口清史 神田嘉延 梶慶一郎 石見尚 角瀬保雄 勝部欣一
菊池謙 橋本吉広 藤田徹 古村伸宏 吉本貢 黒川俊雄

2000年 富沢賢治 永戸祐三 古谷直道 堀越芳昭 菊間満 佐藤洋作 塩田長英 鈴木勉 鈴木剛 田中夏子 田中羊子 田村守保 中田宗一郎 小林基愛 杉本時哉 中西五洲都筑建 的場信樹 山田定一

2001年
第６期 中川雄一郎

菅野正純 富沢賢治 島村博
（常任理事兼務）岡安喜三郎 菊池謙

鍛谷宗孝 古谷直道 堀越芳昭 阿部誠 飯島信吾 池田徹 大野清貴 神田嘉延 菊間満 齋藤懸三 坂林哲雄 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 大谷正夫
横田安宏 佐藤進 佐藤洋作 塩田長英 杉本貴志 吉本貢 角瀬保雄 勝部欣一

2002年 永戸祐三 鈴木勉 田中夏子 田中恒子 田中羊子 都筑建 手島繁一 橋本吉広 古村伸宏 小林裕子 黒川俊雄 小林基愛 杉本時哉
藤田徹 村山節子 中西五洲

2003年
第７期 中川雄一郎

菅野正純 富沢賢治 堀越芳昭 島村博
（常任理事兼務）岡安喜三郎 菊池謙

鍛谷宗孝 古谷直道 横田安宏 阿部誠 池田徹 大野清貴 折居照美 神田嘉延 菊間満 齋藤懸三 坂林哲雄 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
佐藤進 佐藤洋作 杉本貴志 黒川俊雄

2004年 永戸祐三 津田直則 高野修 山極完治 鈴木勉 田嶋康利 田渕直子 田中夏子 都筑建 手島繁一 橋本吉広 藤田徹 小林裕子 小林基愛 杉本時哉 中西五洲古村伸宏 村山節子

2005年
第８期 中川雄一郎

菅野正純 富沢賢治 堀越芳昭 島村博
（副理事長兼務）岡安喜三郎 菊池謙

高野修 古谷直道 横田安宏 阿部誠 大野清貴 鍛谷宗孝 神田嘉延 菊間満 齋藤懸三 坂林哲雄 佐藤進 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
佐藤洋作 杉村和美 黒川俊雄

2006年 永戸祐三 津田直則 山極完治 古村伸宏 鈴木勉 高橋晴雄 杉本貴志 田嶋康利 田中夏子 田渕直子 西浜利之 橋本吉広 小林裕子 小林基愛 杉本時哉 中西五洲花崎昌子 藤田徹 村山節子

2007年
第９期

菅野正純
代行

小橋暢之
古谷直道

岡安喜三郎 富沢賢治 中川雄一郎 島村博
（常任理事） 田嶋康利 青木未知 

（非理事）

菊池謙 永戸祐三 古村伸宏 阿部誠 阿部よし子 神田嘉延 菊間満 限田友明 齋藤懸三 坂林哲雄 横井博 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄佐藤洋作 杉村和美 杉本貴志 山極完治

2008年 古谷直道 堀越芳昭 鈴木修 鈴木勉 高橋晴雄 田中夏子 津田直則 橋本吉広 花崎昌子 福嶋浩彦 山田英夫 黒川俊雄 杉本時哉 中西五洲藤田徹 前山総一郎 宮本みち子 横田安宏 吉田邦彦

2009年
第10期 島田圭一郎

岡安喜三郎 富沢賢治 中川雄一郎 島村博
（常任理事兼務） 田嶋康利

青木未知
（非理事）/

榎本木綿
（非理事）

永戸祐三 古村伸宏 朝岡幸彦 阿部誠 阿部よし子 伊佐淳 植田和弘 大高研道 片岡輝 管剛文 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
菊間満 坂林哲雄 下村朋史 須田木綿子 佐藤洋作 守本洋二 横井博 黒川俊雄

2010年 古谷直道 堀越芳昭 杉本貴志 鈴木修 鈴木勉 田中夏子 玉木信博 津田直則 橋本吉広 広井良典 山田英夫 杉本時哉 中西五洲福嶋浩彦 法橋聡 前山総一郎 宮本みち子 向谷地生良 吉田邦彦

2011年
第11期 岡安喜三郎

富沢賢治 中川雄一郎 島村博
（常任理事兼務） 管　剛文 榎本木綿 

（非理事）

大高研道 永戸祐三 橋本吉広 阿部誠 阿部よし子 伊佐淳 植田和弘 片岡輝 菊間満 坂林哲雄 下村朋史 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
須田木綿子 佐藤洋作 杉本貴志 鈴木修 鈴木勉 鈴木雄一 千賀裕太郎 黒川俊雄

2012年 古谷直道 堀越芳昭 古村伸宏 田嶋康利 田中夏子 玉木信博 津田直則 広井良典 福嶋浩彦 法橋聡 前山総一郎 山田英夫 島田圭一郎 杉本時哉 中西五洲宮﨑隆志 宮本みち子 向谷地生良 守本洋二 横井博 吉田邦彦

2013年
第12期 岡安喜三郎

中川雄一郎 堀越芳昭 島村博
（常任理事兼務）

管　剛文 
上平泰博 
専務補佐 

（14年から専務）
相良孝雄

大高研道 永戸祐三 橋本吉広 阿部誠 伊佐淳 片岡輝 菊間満 北島健一 坂林哲雄 須田木綿子 佐藤洋作 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 角瀬保雄
杉本貴志 鈴木修 鈴木勉 鈴木雄一 千賀裕太郎 片岡輝

2014年 富沢賢治 岡村信秀 古村伸宏 田嶋康利 田中夏子 玉木信博 津田直則 広井良典 福嶋浩彦 藤木千草 法橋聡 山田英夫 島田圭一郎 古谷直道前山総一郎 宮﨑隆志 向谷地生良 吉田邦彦

2015年
第13期 岡安喜三郎

中川雄一郎 島村博
（常任理事） 上平泰博 相良孝雄

大高研道 永戸祐三 橋本吉広 阿部誠 川本健太郎 菊間満 北島健一 坂林哲雄 須田木綿子 佐藤洋作 下村幸仁 梶慶一郎 島田圭一郎 古谷直道 富沢賢治
杉本貴志 鈴木修 鈴木勉 千賀裕太郎 田嶋康利 田中夏子 玉木信博 堀越芳昭

2016年 岡村信秀 古村伸宏 高橋均 津田直則 走井洋一 広井良典 福嶋浩彦 藤木千草 前山総一郎 松本典子 山田英夫 片岡輝 荒木昭夫 石見尚
宮﨑隆志 向谷地生良 吉田邦彦 角瀬保雄

2017年
第14期 島村博

寺脇　研
島村博 利根川德 相良孝雄

大高研道 橋本吉広 古村伸宏 伊藤剛 上平泰博 加藤憲仁 川本健太郎 菊間満 北島健一 小山良太 坂林哲雄 梶慶一郎 荒木昭夫 石見尚 岡安喜三郎
佐藤洋作 下村幸仁 杉本貴志 曽我逸郎 高橋均 田中夏子 田中羊子 角瀬保雄 片岡輝 古谷直道

2018年 岡村信秀 田嶋康利 走井洋一 玉木信博 広井良典 福嶋浩彦 藤木千草 前田健喜 前山総一郎 松本典子 南出吉祥 山田英夫 島田圭一郎 津田直則 富沢賢治
宮﨑隆志 向谷地生良 村上了太 山本健慈 吉田邦彦 中川雄一郎 永戸祐三 堀越芳昭

2019年
第15期 古村伸宏

寺脇　研 大高　研道
島村博 利根川德 相良孝雄

田嶋康利 走井洋一 伊丹謙太郎 伊藤剛 上平泰博 江花和郎 岡安智生 川原隆哲 川本健太郎 小山良太 坂林哲雄 島村博 岡安喜三郎 津田直則佐藤洋作 下村幸仁 杉本貴志 曽我逸郎 高橋巌 田中夏子 玉木信博

2020年 岡村信秀 松本典子 北島健一 中西大輔 中野理 広井良典 福嶋浩彦 前田健喜 前山総一郎 南出吉祥 宮﨑隆志 梅村敏幸 富沢賢治 中川雄一郎向谷地生良 村上了太 山本健慈 吉田邦彦
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